









V  住宅金融制度と証券化支援の効果 






































































































































































































                                                  
4 この調査では合わせて約 20 種類の原債権ごとの
証券化の実績を調査したが、住宅ローン以外の証券

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2007 年 4 月・5 月は支援機構以外の証券化

















































































































































図 ５ を み よ 。 企 業 の 転 形 曲 線 (1) を
00 amra +−= δ 、家計の転形曲線 (2)を
11 amra +−= δ と書くことにしよう（δ の
意味は後述）。一方、家計にとって望ましい
交換機会は、(1)と平行であり、かつ(2)の横
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を表す指標になる（ )10 << δ 。また、この





1a から ( )**,am への移行したのだが、











は ( ) mraa 11 1 δ−=− であることは言うま











































































表すことで解釈が容易になる。   
別の表現をすれば、交換機会を得るための
住宅一単位当たりの費用を貨幣額で評価す


























                                                  
13 図 5 でいえば、直線(1)が直線(2)に比べてなだら
かであればあるほど便益は大きくなる。この場合、


















































ければならない貨幣量は *0 aa − であり、
そのうち aΔ はすでに保有しているから不
足分は 1aa − である。これに対応する流動
性を信用によって手当てするとすれば、そ
の引当てになりうるのは *0 aa − に対応し
て存在する財であるところの住宅 *m であ
る14。 
















1aa =  という関係にしたがって、家計の

























































































































借入に関する変数            ：希望借入額・建設費用・返済負担率 
返済水準を示す変数           ：住宅面積・入居予定者数  
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平成 12 年 
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